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1 .研究の目的

1980年代から市民の意向により公園愛護会を中心とした多くの緑地保全に関わる団体が設

立された。それら緑地保全活動団体では、行政では担いきれない公園緑地の植栽や施設の整備

等の管理、コミュニティ形成のためイベントを行い公園の骨格を作っていった。

本対象の町田市は都市近郊の多摩丘陵に位置し、貴重な植生や大規模な樹林地を保持してお

り、近年の縁地保全の社会的背景から緑地保全活動団体による維持管理の役割は重要視されて

いる。

だが、活動発足時から年が経つにつれ団体は成熟の一途をたどっているように思えるが、今

日、団体では資金面での負担、会員増加に伴い組織内での将来像の合意形成の複雑化、住民の

要望に応じた緑地の敷地の拡大等の個々の事情により団体の役割は複雑化し活動の継続が困

難な団体も存在している。

そこで本研究では町田市において、市民の貴重な緑地環境を将来に引き継ぐことを目的とし

た町田市条例の「緑地保全の森」制度による 21団体を対象とし、緑地保全を行う団体の活動

が継続していくための要因を明らかにして団体の継続性を測る指標を示し、各団体の継続から

活性化へ繋がる主な要因を明らかにすることで継続活動における活性化の促進に役立てるこ

とを目的とする。

※ここでの活動の継続とは緑地保全活動団体の会員が満足に活動を続けている状態を示し、

活性化とは発足当初からいる会員が継続の状態から活性化したものとみなした状態をいうこ

とにする。

図-1‘町田市の緑地保全の森 位置図

20 



表-1 .対象になる緑地保全活動団体と緑地設置・管理開始年月日
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2. 研究の視点と課題

昨年度に卒業制作で関わった町田市鶴川きつねくぼ緑地愛護会での経験をもとに各主体へ

調査を行う。 2010年 5月から 9月まで現地調査を行った緑地保全活動団体である町田かたか

ごの森を守る会、かしの木山自然公園愛護会、きつねくぼ緑地愛護会、能ヶ谷西縁地 樹の会、

三輪みどりの会、三輪里山クラブ計 6団体で得られた情報をカルテにまとめ、カノレテから得ら

れた情報を元に、団体会員の継続及び活性化に関わる満足度の指標における評価要素(説明変

数)を KJ法にてグルーピングを行った。

評価要素の分類にあたり、人・組織・活動・空間の 4つを大項目とし、さらに各大項目を中

項目・小項目とし、全項目に対応する評価要素を列挙した(表-2)。
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表-2 団体の継続及び活性化の満足度に対する評価要素 (説明変数)

組織

活動

空間

そこで研究の目的を明らかにするため、以下の課題を設定する O

①町田市における緑地保全活動団体の管理区域の現況把握

②緑地保全活動団体の管理実態の把握

③緑地保全活動団体の活動を継続していくための活動評価要素の抽出

④各緑地保全活動団体と活動評価要素を照合し活性化の度合いを評価

⑤継続又は継続から活性化している団体とそうではない団体等の場合分けを行い比較

⑥仮説との検証
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3. 研究の方法

1)行政・緑地保全活動団体・土地所有者の管理運営実態の把握

町田市公園緑地課に対しては各緑地保全活動団体の管理区域の位置情報・緑地の所有形態な

どの基礎的な資料の入手や、各団体の活動状況・空間などの各団体の特性についてヒアリング

を行う。緑地保全活動団体に対しては団体の活動日に共に活動しながら行った参加型調査の際

にヒアリングを行う。さらに、活動の記録が記しである会報や議事録、記念誌を入手する。土

地所有者に対しては町田市公園緑地課へ発足当初と現在の土地所有形態等をヒアリングする。

上記の情報をカルテにし整理する。

2)立地状況の把握

緑地の規模や形態と福祉施設・学習施設・住宅による周辺施設といった緑地内部と緑地外部

との関係を GISにて図示化する。

3 )活動評価軸の作成

緑地保全活動団体の活動を継続から活性化に繋げるための活動評価要素を抽出するため、活

動参加者へプレヒアリングを行う。活動参加者の継続や活性化に関わる満足度を図るためにア

ンケートを配布する。

4. 予想される結果
空間特性を分類すると里山的要素の強い場所と都市的要素の強い場所に分類できる。里山的
要素の強い団体では緑地を生かした自然型のプログラムが組まれ樹林地の管理が複雑になる。
そのため、植物などの専門的知識のある物がキーパーソンとして重要になる。都市的要素の強
い団体では空間的魅力に乏しく新規プログラムの作成などの運営面で魅力を高めていく必要
がある。よって、会員の問でのコミュニケーションカが求められることがわかる。
また、緑地の規模や形態と福祉施設・学習施設・住宅による周辺施設といった緑地内部と縁
地外部の空間特性の関係によって緑地の管理や運営方法が決まり、活動組織に必要なキーパー
ソンは決まることが予想される。
そして、土地への愛着のある土地所有者や発足当初からの関係者の関わりが密なほど、活動
の運営が円滑に進むことも継続及び活性化に繋がる要素であると予想される。
以上にとどまらず、他項目の重みづけが明らかになると思われる。

5. 今後の予定
今後来調査の 15団体を調査し全 21団体を整理して満足度の要因を挙げたのち、評価要素を
抽出し、各主体の実態調査では得られない情報をアンケート項目とすることで活動評価要素を
得る。
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